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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
フ
ラ
ン
ス
の
原
発
停
止
の
日
本
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
原
子
力
安
全
機
関
が
、
日
本
鋳
鍛
鋼
株
式
会
社
に
よ
り
製
造
さ
れ
た

蒸
気
発
生
器
水
室
鏡
板
を
用
い
た
原
子
炉
に
つ
い
て
、
炭
素
濃
度
が
高
い
部
分
を
特
定
す
る
た
め
の
検
査
を
三
月
以
内
に
実

施
す
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
電
力
に
対
し
義
務
付
け
る
旨
を
公
表
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
は
、
北
海
道
電
力
株
式
会
社
泊
発
電
所
一
号
炉
及
び
二
号
炉
の
蒸
気
発
生
器
鏡
板
、
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
二
号
炉
及
び
四
号
炉
並
び
に
北
陸
電
力
株
式
会
社
志
賀
原
子

力
発
電
所
一
号
炉
の
原
子
炉
圧
力
容
器
上
部
蓋
及
び
原
子
炉
圧
力
容
器
鏡
板
、
関
西
電
力
株
式
会
社
高
浜
発
電
所
二
号
炉
の

原
子
炉
容
器
上
部
蓋
、
同
発
電
所
三
号
炉
及
び
四
号
炉
の
蒸
気
発
生
器
鏡
板
、
同
社
大
飯
発
電
所
一
号
炉
及
び
二
号
炉
の
原

子
炉
容
器
上
部
蓋
、
四
国
電
力
株
式
会
社
伊
方
発
電
所
二
号
炉
の
原
子
炉
容
器
上
部
蓋
、
九
州
電
力
株
式
会
社
玄
海
原
子
力

発
電
所
二
号
炉
、
三
号
炉
及
び
四
号
炉
の
原
子
炉
容
器
上
部
蓋
、
同
発
電
所
三
号
炉
及
び
四
号
炉
の
原
子
炉
容
器
胴
、
同
社

川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
炉
及
び
二
号
炉
の
原
子
炉
容
器
胴
、
同
発
電
所
二
号
炉
の
蒸
気
発
生
器
鏡
板
並
び
に
日
本
原
子
力

一



発
電
株
式
会
社
敦
賀
発
電
所
二
号
炉
の
原
子
炉
容
器
上
部
蓋
及
び
蒸
気
発
生
器
鏡
板
に
日
本
鋳
鍛
鋼
株
式
会
社
が
製
造
し
た

も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
。

他
方
、
ク
ル
ゾ
・
フ
ォ
ル
ジ
ュ
社
の
製
品
は
、
我
が
国
の
い
ず
れ
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
に

お
け
る
主
要
な
鍛
造
製
品
で
あ
る
原
子
炉
容
器
又
は
原
子
炉
圧
力
容
器
の
上
部
蓋
、
鏡
板
及
び
胴
、
蒸
気
発
生
器
鏡
板
並
び

に
加
圧
器
鏡
板
の
い
ず
れ
に
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
把
握
し
て
い
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
及
び
九
月
二
十
九
日
に
、
国
内
の
実
用
発
電
用
原
子
炉

設
置
者
に
対
し
、
加
圧
水
型
原
子
炉
に
つ
い
て
は
原
子
炉
容
器
、
蒸
気
発
生
器
及
び
加
圧
器
に
つ
い
て
、
沸
騰
水
型
原
子
炉

に
つ
い
て
は
原
子
炉
圧
力
容
器
に
つ
い
て
、
製
造
方
法
及
び
製
造
事
業
者
を
調
査
す
る
こ
と
並
び
に
調
査
の
結
果
、
鍛
造
製

品
の
使
用
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
鍛
造
製
品
が
日
本
工
業
規
格
に
定
め
る
濃
度
を
上
回
る
炭
素
濃
度
の
部
分
を
含
む

可
能
性
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
同
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て

こ
れ
ら
の
設
置
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
及
び
製
造
事
業
者
に
対
し
て
行
っ
た
面
談
の
結
果
か
ら
、
鍛
造
製
品
の
製
造
時

に
炭
素
濃
度
が
高
く
な
り
や
す
い
部
分
を
取
り
除
い
て
い
る
こ
と
、
製
造
時
に
採
取
し
た
試
料
又
は
同
様
の
製
造
方
法
に
よ

二



り
製
造
さ
れ
た
試
作
品
に
対
す
る
化
学
分
析
に
お
い
て
も
異
常
な
値
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ

ら
の
鍛
造
製
品
に
日
本
工
業
規
格
に
定
め
ら
れ
た
炭
素
濃
度
を
超
え
る
よ
う
な
部
分
が
残
っ
て
い
る
お
そ
れ
は
な
い
と
評
価

で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


